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Ⅴ．特記事項 

１．学群・学系制による横断的な学び 

本学では、学修者本位の教育を実現するために、学生が自分の目標や興味に合わせて、

学びたい学問領域を柔軟に選択できる教育システム（学群・学系制）を導入している。資

格取得を志す学生には、実績ある養成課程（公認心理師、教員養成、保育士、管理栄養士）

で専門的知識と技術修得のための学びの場を、将来の可能性を模索している学生には、幅

広い学問分野と現場体験の中から自分の将来を最適化する学びの場を提供している。 

分野横断的な学びのシステムとして、他学類開放科目を多く設定しており、学生は自分

の所属学類以外の授業科目を、自分の興味・関心にあわせて履修することが可能となって

いる。また、学系制の教員組織であることを活かし、専門分野が異なる複数の教員が 1つ

の授業を担当する科目を開設している。例えば、健康栄養学群の「食品開発論」では、食

品化学と経営学の教員が、心理・教育学群の「多世代交流論」では、社会学、心理学、保

育学の教員が、それぞれの専門分野の視点を交えて授業を行い、学生は 1 つの科目の中で

分野横断的な学びを体感することが出来ている。 

  

２．SDGs への取り組み 

本学では、建学の精神「キリスト教の精神に基づき、他者と共に生きる」に通底する「地

球上の誰一人として取り残さない」という SDGs の理念に賛同し、グローバルな視点を持ち

つつ、SDGs 17 のゴールの中から東北の諸課題の解決に焦点を当てた教育・研究活動に取

り組んでいる。その取り組みは、本学の学生・教職員の諸課題の解決に向けた教育・研究

活動のみならず、一般市民の方へ SDGs への理解や課題解決に向けた実践を促す働きかけ

に繋がっている。 

学生の学びでは、本学の学びと SDGs との関連を意識するよう、授業科目に SDGs の 17の

ゴールを設定しシラバスに明示している。大学全体の活動では、宮城県内の中心街にある

商店街を会場に、毎年「SDGs マルシェ」を開催しており、令和 6（2024）年度で 9年目を

迎える恒例のイベントになっている。この活動は、本学学生・教職員の他、県内の企業・

行政、活動団体、高校生等の SDGs 活動紹介の場として活用されており、イベントを見に来

た一般市民をも交えて、広く SDGs への理解と実践の場となっている。 

  

３．地域実践、地域連携への取り組み 

本学では、「地域・社会貢献」を「教育活動」「研究活動」に並ぶ本学の第三の柱と位置

づけ、地域の人材育成と諸課題の解決に向けて取り組んでいる。令和 5(2023)年度の本学

所在地県内での教育・研究・課外活動の回数は 150 回を超えている。その活動内容は、授

業でのフィールドワーク、企業等との連携・協力事業、教員による公開講座・生涯学習講

座の実施、学生の地域活動など多岐にわたっている。 

これらの活動については、「尚絅学院大学 地域連携事業報告書」を作成し、大学ホーム

ページに掲載しており、本学の地域実践、地域連携への取り組みについての理解を促して

いる。 

  


